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昆虫類の･寄生菌に関する研究第１報
　各種昆虫に見出された糸状菌の発育と温度
　　　との関係並に培養基上の性質
森　本　徳　右　衛　門
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緒　　　　　言
Ｉ　調査及実験方法
H　培養茜上の性質並に分類学上の位置
Ⅲ　稽の瞑虫類及くろかめ虫の寄生菌の発芽及死滅温度
総括並に結論
参　考　文　献
摘　要（英文）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　　言
　　　　　　　　　　　　　　　　　　(S)各種昆虫に寄生する糸状菌池就いては僥に報告したが、これら０病原菌を害虫０駆除に応用する
宍:めには先ずそれら寄生菌の性状即ち発芽温度､発育温度及胞子形成温度等を知る必要があると考え、
既知病原菌と比鮫調花した。比咬菌として用いた赤胚病菌、黒冦病菌、褐眉病菌、紫赤死病菌等は蚕Ｆ
糸試験場技官青木溝博士より分譲を受けたも０である。な鳶草稿０校閲を賜った同氏に対し深謝０意
を表す。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ　調査及賓験方法
　供試菌は、i9卯年ｕ月より培養したもｏで、実験は1951年１月より同年３月の間において、同一実
験を３回実施した。実験毎に各菌とも３個ｏベトリ皿を使用し、観察は１週間ｏ平面培養ｏ後に行
った。実験方法迄、Ｒ£Ｓａバ?1､in　ｓｐ.　Vi.菌糸、其０他０分離菌は咆子塊を１白金耳量ずつ、家蚕輛煎汁
寒天培養基を注入したペトリ皿０中央に移植し、平面培養をした。倚死滅温度に関しては、分生胞子
をペトリ皿内０家蚕誦煎汁寒天培養基の表面に移し、－100C.､―2a°o､０冷凍器及45°C.£D定温器内に一
定時開放置して、そ０後は28°C･の定温器に入れ、５日後に観察した。本実験は1951年３月５日より同
月20日迄の間、３回繰返した。又発芽状況に関しては、咆子を家蚕煩煎汁寒天培養基を注入したペト
リ皿０平面に移し、25°Ｃ･０定温器内に一定時間入れ、其の結果を桧鏡した。又本実験も1951年３月１
日より同月20日迄の間３回繰返した。
　　　　　　　　　　　　　ｎ　培養基上の性質並に分類學上の位置
　先ずはさみむし、こほろぎ、いちもじせ1､り、くろかめむしより分離し牝０・ｓｐｏｒａ　ＳＴｉヽに就いて
菌叢０性状、菌の形状等を調査した（第１及２表）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１）
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　　　第１表　口心
No. ?> No. 4 録　　証　　病　　菌
胞子さ中菌糸
形成就陪成就 菌煩の色 菌頌の直径（cmう
胞　子霧中菌糸
形状変彫成度
菌頌の色 菌蜷の直径
　(cm･) 肱詔 空中菌糸形成度 菌頌の色
- - 乳白色 り.2 - - 乳白色 り.1 - - 乳白色
忖 士 白色綿状 り.6 士 士 白色綿状 り.4 - 士 白色綿状
併 升 々 1.0 併 丑 ク り.7 士 士 々
併 丑 々 1.1 佃･ 丑 々 3.2 士 - 友白色
＋ ＋ 々 り.6 ＋ - 々 2.0 - - 乳白色
- - 乳白色 り.2 - - 乳白色 り.9 - - 々
第2表　2s°Ｃに７日開培養０∂クがora Sp.の形態並に性質
≒圭二 Ｎ０．１ No. 2 No. 3 No. 4 緑豆病菌 黒蜃病菌
菌
糸・
色 無　　　　色 無色一淡緑色 ．々 々 ク 々
隔膜の有無 ＋・ 々 グ 々 ク 々
分岐の有無 ＋ グ 々 .々 々 グ　　・
幅（μ） 3.7-5.4 々 1.4-3.7 2.7-4.1 137-5.4 2.7-4.1
担
子
梗
形 樹　枝　状 ク 々 々 々 ク
分岐回数 1－2 々 、々 々 々 々
幅（μ） 4.1 々 々 2.7 々 ク
長02） 】8.O-1S.9 13.5-21.6 18.9 :8.9 21.6 lU.8-18.0
胞
子
細胞数 単　　　　胞 々 々 々 々 々
色 無色一良緑色 々 ク 々 々 々
形 円　筒　形 々 々 々 球形一卵形 円　筒　形
大さ（μ）
8.i-l:i..oχ
　　　2.7－4j
o.4-];!.o
　χ2.7-4.1
6.8-1;! 4χ
　　2.7－4.1
0.4-1り.8
　　　×2.7
4.]-≪.iχ
　　2.1-iA
'.(.5-1り.8
　　　　X4.]
Ｃ２）
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表　中　No. １ …………はさみむしよりの分離菌
　　　　N0. 2 …………こおろぎより０分離菌
No. 3 いちもじせｉりよりの分離菌
（３）
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　　　　　　　．Ｎ０．４…………くろかめむしよりの分離菌
　即ちはさみむし、こほろぎ、いちもじせｘり、くろかめむしより分離し牝○・ｓ加田町ヽ霖、互に
同一性質を有し、黒恋病菌　∂肖か４凌ｊかzz皿ｱz（ｊが?７こSご:だ･) DEL AC.の性質と全く一致する
が。緑疆病菌とは甚だ異ることを知った。
　次にっまぐろよこばい、三化螺虫より分離したゐα泌z属菌に就いて調査を行った（第3及4表｡）。
　　　　　　　　　　　第８表　Isaria sp.の培養基上０性質
⑤
No. 1 No. 2 黄　暇　病･　菌 赤　畑　病　菌
晋%ﾐ
1‘Cmハ
腔
度 戸弩貫ドｕ 弩
鸚§
(cmO
ドｕ 弩貫臨度 証弩
150 0.2 - 士 Ｐ 0.3 - 士 乳白色 0.4 - 士 Ｐ 0.3 - 士 乳白色
200 0.7 丑 丑 詰 1.0 丑 丑 訪 1.0 丑 丑 敲 0.7 士 土 敲
2y)゜ 1.1 丑 丑・ 々 1.2 丑 丑 々 1.1 丑 丑 々 1.0 ＋ 丑 ク
280 1.6 丑 ＋ 々 1.4 丑 丑 々 1.3 十 丑 々 1.2 ＋ 丑 ク
3りＯ 1.0 士 十 々 1.0 士 ＋ 々 1.］ - ＋ 々 0.5 - 士
乳白
色
３５０ - - - - - - - - - - - - - - - -
第４表　力・必sp. CD2S°Ｃ.7日培養０形態並に性質
　　　　　　　　菌　株
・観察点
iSTo.1 No. 2 黄　娠　病　菌 赤嘔病菌
菌
糸
色 無色一淡緑色 々 、々 々
隔膜の有無 ＋ 々 々 々
分岐の有無 ＋ グ． 々 グ
幅　　　(/') 1.4 - 2.7 1.4 - 2.7 1.4 - 2.7 2.7 - 3.0
担
子
梗
形（小　柄） 徊　　利　　状 々 々 々
分　岐　回　数 輪　　　　　　生 ク 々 １－３
幅　　（μ） 2.7- 4.1 2.7 - 5.4 2.7- 4.1 2.7 - 4.1
長　　（μ）1　　4,1 － 6.8 4.1 - 5.4 4』- 5.4 4.1－］0.3
胞
子
細　　胞　数 単　　　　　　胞 ク 々 々
色 無色一淡緑色 ゲ ゛々 グ
形 球　　　　　　形 々 々 卵　　　　　形
大　さ　（μ） 2.7 - 4.1 2.V- 4.1 2.7 - 4.1 2.7-4.1×2.7
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　　　表　中　jS'o.１ …………つまぐろよこばいよりの分離菌
　　　　　　　No. 2……………三化駆虫より０分離菌
　つまぐろよこばい、三化駆虫より分離したん?7 Sp.は互に同一性質を有し、黄廼病菌Ism ia
ルfinos (D人ﾌﾉ仔･) FM. CD性質に一致するが、赤殖病菌とは異つた性質を有する。特に赤氾病菌
､０菌叢は培養日数を経るに従い、小豆色粉状となるが前述０３菌は黄白色粉状である。
　次にくろかめ虫、其０他から分離した励七庇印。に就いて調をした（第口及６表2）。
　　　　　　　　　　　　第５表　ぶがcatia sp.菌の培養基上０性質
ズ
:^'o.1 No. 2 N0.:4 Ko. 4
菌鵜
沢
､Cm.)
胞子
形成
旋卜･⑤1
空中.･一,､，
菌糸菌辺
鄙半
菌煩
の直
匝
cm･）
賢
良
空中
菌糸
形成
度
菌頌
の邑
悶
氏、
昌
度
空中
詳
菌頌の色
150 - - - - - - - - - - - - 0.3 - - -
20° 0.2 士 -
鳶茶色
{Jjarlc
　　lirowlり
0.3 - - 琶荼げ3 士 - Ｐ ］.0 丑 丑 淡小豆色(Li･'litLilac
　゛　TiTOW【l)
25° 0.5 ＋ - 々 U.7 ＋ - 々 0.5 ＋ - 々 1.6 丑 丑 小豆色
280 0.6 丑 - ク U.9 丑 - グ り.7 丑 - 々 1.8 丑 丑 々
3U° 0.3 丑 - 々 U.3 升 - 々 0.5 ＋ - 々 1.7 升 丑 々
;防Ｏ - - - - - - - - - - - - －※ - - -
紫　赤　班　病　菌 iS'o.5 No. 6 No. 7
菌逍のI胞　子空ﾘ4
爪首長彭 菌叢の色頁昌度
空中
Ｐ
菌蜷の色回訃
§IEU卜
叢の色
芸町
(cm.)
ド
さ中
菌糸
形成
度
菌頌の色
り.3 - - 乳白色 1.3 士 士 白色綿状 5.り - - 荻　色 2.0 - - 友　　色
1.3 士 - 小豆色 2.4 士 士 々 ＊ - - 祭雪 ●●‘六‘ 丑 - 茫緑色部’点　征
1.6 丑 - 々 2.9 士 ＋ ク 冊 丑 - 々 冊 丑 - ク
1.8 丑 - ク 2.8 ＋ 丑 々 曇 升 -
白色綿状
部点在 冊 丑 - 々
1.5 丑 - ク 0.5 - ＋ 々 7.0 - - 々 ＊ 丑 - ク
0.7 - - 乳白色 り.3 - - ク ３．５ - - 亥　色 冊 丑． - 々
表　中　･X･印はペトリ皿全面に発育し、菌叢０直径を測定出来ない事を示す。
　　　　※印は胞子０発芽を示す。
　　　　　　　第６表　夕臨やsP.の28°Ｊ.7日埓養ｏ形態並に性質
（４）
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菌
子
隔膜の有無 ＋ グ 々 々 // 々 々 々
分岐の有無 十 々 々 々 々 々 グ 々
.幅　（芦） 2.7-3.0 2.7-5.4 1.4－4.1 . 3.7-4.1 1.4-4.1 1.4-r,.4 4.1-1り.8
‘-;.り－1り.8
担
子
梗
形（小柄） 鐙利状 々 グ グ 々 ク 々 々
分岐回数 Ｉ １ １ 3－4 １－２ ３－４ １－２ 1－2
幅　（μ） 4.1 3.7-4.] 2.7
　　　2.7
(先端小柄)
2.7-4.1 4.1 4.1 4.1
長　（μ） 5.4-55.9 : 3.0-16.2 8.1-35.1 5.4 (列 s.l-is.ri 1り.8 8.1-lf!.5
S.1-1り.3
胞
子
細　胞　数 単　　胞 々 々 々 々 々 々 々
色
無色一
　　淡緑色
々 々 々 ろZ 無　　色 々 無色一　皿色
形
球形－
　クサビ型
ろ/ 々 球形一　　卵円形 卵円形 クサビ型 球形一　　卵形 ク
大さ（か）
i.4-6.8×
　　2.7-4.]
5.4-6.8χ
　　2.7-4 1
0.4-6.8χ
　　2.7-4.1
2.り-5.4×
　　lA-'i.り
2.り-2.8χ
　　1.4-2.0
5.4-8.1χ
　　3.7-4.]
4.1-5.4χ
　2.7-4.1
4.1-5.4χ
2.7-4.1
表　中　Ｎ０． １
Ｎ０．３
No..4
やぶきりより０分離菌Ｏ）
こばねいなごよ.りの分離菌
くろかめむしより０分離菌
（５）
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No. 2…‥ …･舎りぎりすより０分離菌
No. 5…………はたげくもよりの分離菌
Ｎ０．６ …………ヵゝまきりより０分離菌
Ｎ０.7 …………やぶきりよりの分離菌（ｂ）
　くろかめむしよりの分離菌は紫赤眉病菌Spicai iaﾀＪz･ゐや侃かtea AOKIとすべての点におい
て、相似し、同種と考えられるが、其０他０分離菌は各々異つた性質を有し、別種と考えられる。
　次にいちもじせｋり、へりかめむし、三化駆虫、こほろぎ０丿び幻ぶ‘liliis sp. に就いて調査した
　(第７及８表)。
　　　　　　　　　　　　第７表　Ｊびａ･ぷノんｊ sp. の培養基上ｏ性質
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No. r, No. 4 褐　　　嬉　　病　　　菌
胞　　子゛空中菌糸
形成度|形成度 菌叢の色
菌叢の直
径（cm･）
胞　　子
形成度
空中菌糸
形成度 菌栄の色
菌頌の直
径（em･）
胞　　子
形成成度
空中菌糸
形成度
菌叢の色
士 丑　 友゛白色楯状 2.り 士 丑 篇白SI ］.2 士 丑 菰白哀
＋ ＋
　菜種色粉状
fOlive Yellow 3.0 丑 十
菜種色
粉　　状
2.8 丑 ＋ 菜種色粉　状
丑 - 々 5.4 升 - 々 6.0 丑 - 々
斗
●●
- ク 6.4 丑 - 草色粉状 6.0 丑 - 草色粉状
丑 - 々 8.4 丑 - 々 7･5 丑 - 々
丑 - ク 7.0 丑 - 々 ３．０ 升 - ク
第８表　Ｊびｚ７z･Zかs sp. (D28°C. 7日培養０形態並に性質
≧ﾌﾟﾌﾞ No. 1 Ｎ０．２ No. 3 No. 4 褐嘔病菌
菌
糸
色 無色一燈色 々 々 ク 々
隔膜の有無 ＋ 々 グ 々 々
分岐の有無 ＋ 々 々 　　　　●々 々
幅　　（μ） 5.4-1S.5 5.4-10.8 2.9-10.8 5.4-18.9 4.1-13.5
担
子
梗
形（小　柄） 絵　利　状 々 々 々 々
分岐回数 ２ 々 々． 々 々
幅（μ）小柄 8.1 5.4-S.I 4.1-6.8 6.8-8.】 4.1-5.4
長（μ）小柄 13.5 ］､35 8j一n.5 lf).2 13.5
胞
子
紬　　胞　数 単　　　　胞 々 々 ク 々
色 暗　　　　色 グ 々 々 々
形 球　　　形 々 ク 々 々
大　さ（μ）1　　5.4-8.1 5.4-8.1 4.1-8.1 S.-t-S.l 5.4-8.1
表　中　Ｎ０． １
No. 3
いちもじせＸりよりの分離菌
三化螺虫よりの分離菌
No. 2…………へりかめむしよりの分離菌
　　　　　　Ｎ０．４ …………こおろぎよりの分離菌
即ち分離菌ｏすべ’ｃが同一性質を有し、又褐翔病菌丿搾ば幽zjがavnにと全く同様である。
玖にきすぢうしばいそ０他から０居心z､面ﾉz sp. に就いて調をした（第９及10表）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（62）
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　　第り表　石ぶ?uvi sp. <D培養基上０性質
｀づリ
　　性
匹
淵度(c･)
Ｎ･．１ No. 2 No. 3　　１
菌叢の直
径(cmO
‰霜戸 菌叢の色 菌叢の直径（cm･） ‰委綴 岫･禅ヅ参議 戸
15° 3.0 丑 丑 白色綿状 4.0 丑 士 白色綿状 3.り - 士
2り゜ 3.5 々 々 々 4.2 // 々 赤茶色 4.U - /7
25° 4.0 々 々 々 4.5 々 々 々
4.5 4+レ
28° 4.2 々 グ 々 5.0 ゲ 々
々 5.0 丑レ
300 4.5 々 々 々 5.5 ク 々・
ク 6.り グ 々
350 0.9 々 y7 々 り.9 - 々 y7 1.0
々 々
第10表　FiLsarhμﾉz 吻．の28°C.7日培養の形態並に性質
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ＮＯ、１ No. 2 No. :> Ｎ０．４ No. 5 No. 6
菌
糸
色 無色一読緑色 々 乙/ 々 //
ク
隔膜の有無 ＋ 々 々 々 々 々
分岐の有無 十 々 々 々 々
々
幅　　（μ） 3.7-4.1 2.7－5.4 々．
2.7-4.1 2.7二5.4 2.7-5.4
顎　　　　　粒 ＋ 々 々 グ グ
々
胞
細・胞　．数 単　　胞 1－3胞 々 単　　胞 1－3胞
色 無色一読緑色 々 々 々
々
大　さ（μ）
5.4-8.1×
　　　2.7-4.1
82.4-40.5
　　　　　　χ5.4
5.4-54.りχ
　　　　4.1-5.4
6.8-1り.8χ
　　　　　　　2.7
9.5二27.りχ
　　　　　2.7
C ' )
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１
２
３
Ｎ０．２
Ｎり．３
No. 5
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表　中　No. １ ……………きすじうしばいより０分離菌
……もんしろてふより０分離菌
いへぼいより０分離菌
やぶきりより０分離菌
Ｎ･･．４ …………三化駆虫より０分離菌
　　　　　　Ｎ０．６ …………ヵゝまきりよりの分離菌
即ち以上６株０乃パ９みcm sp。は、玖の３型に分類する事が出来る。
咆子形成困難な菌（かまきりよりの分離菌）
胞子は翠胞、稀に２胞０菌（三化駆虫、きりすじうしばいより０分離菌）
胞子は多細胞で大形０菌（もんしろてふ、いへばい、やぶきりよりの分離菌2）
　　　　Ⅲ　稲の瞑虫類及（ろかめ虫の奇生菌の登茅及死滅温度
　　　　第tl表　稲０駆虫類及くろかめ虫の寄生菌の25°Cに於ける発芽状況
菌　　　　株
発　芽　牢　（％） 発芽管数 分生胞子の新式 胞子形成度
時　４
21 26 噪　21 日　２ ３ ４ ５ 日　５
　之いj･Wα?･ロ四　sp. Ｕ 15 60 1－肺 - 士 丑 悟 惜
Anpc･･Hillitsflavus
LINK. ０ 57 100 J木 - 士 丑 悟 惜
彊ﾔμ･沁)ａ
０ 6S 10U 1－2本 - - 士 併 佃･
Oospora destructor･
.Ｄ.ET. り 洵 100 1－2木 - - 士 ＋ 丑
句心印･ia i-ubido-
j斑？･'ａｊり茫7' ０ 匍 ]りり 1－2本 - - 丑 悟 悟
第12表　稲０瞑虫類及くろかめ虫０寄生菌０死滅湿度
⊃匹 －20° 45°３ 21 27 、 ４ 22 卯
　一八J^usarium Ｓｐ･ ＋ ＋ ＋ ＋ - -
Aspeりi,ｎ･ｕ‾μ高石
　　　　　　　　£昂WI ＋ ＋ ＋ ＋ ･＋ ＋
Isarヽ･ia fai･i巾≪a ＦＲ、
＋ ＋ ＋ 十 - -
Cﾉ匈7肋･a心泊･･CtOI･
　　　　　　　　　　　BKL● ＋ ＋ ＋ ＋ - -
opicaritい,ヽitbicloこ
　　　purpurca AOKr ＋ ＋ ＋ ＋ - -
　石£Ｓａパフ副ＺＳ？｡以外０菌は26時間で10哨０発芽を行うが、3～4日後にはいづれ０菌も新しい分生
胞子を形成する。又各菌とも低温には抵抗性を有するが、高湿に対してはＪ吟､ｆぶ1IS flavus
£/Ｗ人71以外０菌は極めて弱い。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８）
昆虫類の寄生菌に関する研究第2報　（森本）
　　　　　　　　　　　　　第１図　2j時間後０発芽状況
A. Fusa功μﾉｚ sp.　Ｂ． Ｊび哨Γμんyがavits£INK. C.力ariaル,z‘nosa FR.
D. Ooびのa deslructoV　ＤＥＬ．Ｅ．ぶicatia. 。,φz‘do-purp仰■eaAOKI
Ｂ
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高知大学研究報告　　自然科学　第２号　　第２分冊ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　總　括　並　に　結　論
　余ｏ分離したのびのα印。即ち、はさみむし、こほろぎ、いちもじせｘり･、くろかめ虫よりｏ分
離菌ｏ形状は黒噫病菌山びこzぶ加ぶ。[METCH)£）μL.に一致する。
　力αぶsｐ.即ち、つまぐろよこばい、三化駆虫よりｏ分離菌は黄ｑ病菌乃α庇かyinosa (ぷみ
ＣＫＳ）Ｆ尺｡に一致する。
　夕漉庇叩。中くろかめ虫よりｏ分離菌は紫赤母病菌夕臨山ａ∂z°ゐや砂z麗αAOKIと一
致するが、其の他ｏ菌は各町峨と考えられるｏで和名ｏ決定は後に譲る。
　且丿むぶilliis sp. 即ち、いちもじせい、へりかめ虫、三化螺虫、こほろぎよりｏ分離菌はいづ
れも褐咀病菌Ｊび呪ﾂﾞﾉz･Ｊがど1V71∫　£刀Ｖ人こに一致する。
　I'usatiuｱﾉz sp. 中きすじうしぼい、三化螺虫より０分離菌は互に同一種で、又もんしろてふ、い
へぼい、やぶきりよりｏ分離菌も亦同一の性質を有し、かまきりより０分離菌は前２群Ｏ Ｒａ。ｉ７四
sｐ.と異る。
　稲０めい虫類及くろかめ虫よりｏ分離菌ｏうちFusatiiiﾌﾉz sp.、／7かfyｊ･がかｊがどzﾌ■J1I.S£INKは
15°～35°Ｃ.において発育し、80°Ｃ.が適温、その他ｏ菌は35°Ｃ･では発育せす、28°Ｃ･が適温である。
　乃田面um sp は26時間で60％０発芽串を示すが、其０他０菌は100％発芽する。又Ｊびerg tillIS
がavj.£ｓＬＴＮＫ及Fits Iパwn gp.は３日日に新咆子を形成するが、其ｏ他ｏ菌は４日日に新咆子を
形成する。いづれの菌も咆子の形成は良好である。
　これら分離菌は低温に対して抵抗性が強く－2o゜ｃ、27時間においても死滅しないが、高温に対して
は弱く45°Ｃ、22時間にて死滅する。但しＪ柳外政tins fLどxvn∫　LINK.　は28時開放置しても死滅し
ない。
　以上０実験結果によりこれら０病原菌は容易に発芽発育し又多量０胞子を形成する性質を有するこ
とが判明し、これ等の菌を応用して害虫０駆除に利用すること０可能性が考えられる。
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SUMMARY
　　　Studieson the Pathogenic Pungi　ofInsects　II
Relation between the 工)evelopment of the Pathogenic Pungi
and' Temperature, and their Characters on the Cultural-media
　　　　　　　　　　by Tokuemon MOKIMOTO
(几声即心切面1£砧・･心,･μ，雨パ?凶･cj咄咄y, Kocid Universit!/)
　θほ
かzｒ心(ＭＥＴＳＣＨ.)ＤＥＬ･, but･ differs from Nomiitaea ptacina MAUBL- Jn s^" points･
　力α遥z sp. isolated from Tui!laguroyokobai, Sankameiohu resembles乃々心力功心河DI-
CKS.)FR･, biif differs from Is atia｡かﾀ尚･sofosea WIZE .
　Among Ihe Spicatia spp. isolated from the diseased inseりsj分だパa sp. fro° kuro-
kamemushi resembles Spi‘ａ。ia f7ibi‘do-piiリutea AOKI.
　Ｊびひ^ illiis　SP:　isolated　from　Itjmoziseserj,　Helikamemushj,　Sankameichuﾀ　Korogi
resembles ｚか弛どzzﾉﾌcs　LINK, ia all points｡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●Fiisal加″z spp. isolated from the diseased insects, was divided, according t0 (heir cbarac-
lersy into three groups, - Ｒ£５ａバ？£脚沁.isolaterl from Kisuzinchibai, Sankameichu･-
ｙﾌﾝびのみμなり.isolaied from Monsbirothyo, lebai, Yabnki゛i･ Fuseひ加ﾀ″Sp･ isolated frｏ°
iCamakirJ.
　Ｆ?tｓａパｗｎ　5ｖ)｡　ａｎｄ　ｙ1ｓ芦り以ｕｓｆｌａｘﾉzz∫　LINK, isolated from Sankamejchn grew at (he
teJ!iperafure ranged between 150C. and 35°C･ ゛ld the　opiimum　temperature　Avaa about
300C.｡
　乃心必ルふlosa (DICKS.)FR-　isolaied from Sankameiohu, Spicatia rubiゐダz,びμΓどα
AOK＼　ａｎｄ ０。び心ａぬ沁ｘ必べMETSCH･)ＤＥＬ。isolalecl t°rom Kurokamemiislii grew at the
lemperatnre｢anger] behveen 15O0. ゛nd 300C. 皿d the optini叩l tel!iperaiure was 28OC･･
　Fjisaruμn spp･， 分泌zパfubido-pタリzzﾀ忽AOKI, Isaパルrillタｇ(ＤＩＣＫＳ.)ＦＲ.，／む戸り－
ＪがかｊがどIVIl∫　LINK, resisied for 28 hours in (he low iemperalnrc (-20°C.)ａｎｄ Ａｓｐひが侑，ｓ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃
がどzﾌﾉzz∫　LINK, resisted for 28 hours in (he high　temperaiure (45OC.), bill　other species
died in 22 houi‘Sin the Iiigh temnerain°e (45OC･)｡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(Received Sept em be‘1'30， 1951)
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